
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
救
急
救
命

　

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

（
以
下
、
消
防
本
部
）に
勤
務
す
る
河
野
宏
美

さ
ん
。
大
洲
市
喜
多
郡
内
で
初
め
て
の
女
性

消
防
署
員
で
す
。

　

河
野
さ
ん
は
中
学
生
の
と
き
、
一
人
で
留

守
番
を
し
て
い
た
日
に
、
玄
関
で
倒
れ
て
い

る
祖
母
を
発
見
。
１
１
９
番
通
報
は
し
ま
し

た
が
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
何

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
―
―
。
そ
の
悔
し
さ

と
、
到
着
し
た
救
急
隊
員
の
頼
も
し
さ
が
心

に
残
り
、
救
急
救
命
士
と
い
う
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
救
急
救
命

士
の
資
格
を
取
得
し
、
消
防
本
部
の
通
信
指

令
に
勤
務
。
皆
さ
ん
か
ら
の
１
１
９
番
通
報

の
内
容
を
、
救
急
隊
員
に
伝
え
る
大
切
な
任

務
に
就
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」。
救
急
業

務
や
救
急
医
療
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
る
日
で
す
。
も
し
、
あ
な
た
の
目
の
前

で
人
が
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
落
ち
着
い

て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
命
を
助

け
る
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

特　集

大洲地区広域消防事務組合

消防本部警防課　通信指令

河野　宏
ひ ろ み

美さん＝大洲市＝



命をつなぐ ―第１走者は私たち―

「救急の日」を機に知ってほしい、私たちの命に関わる大切なこと。
救急業務の正しい認識と「救命の連鎖」の実践は、多くの命を助けることにつながります。

救急の現状と「救命の連鎖」

で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
、
幼
児
が
口
に
入

れ
た
ら
危
な
い
物
を
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
置
か
な
い
こ
と
も
、
そ
の
一
環

で
す
。
成
人
の
場
合
は
、
初
期
症
状

に
気
付
い
た
と
き
に
素
早
く
受
診

し
、
病
気
を
悪
化
さ
せ
な
い
こ
と
が

心
停
止
の
予
防
に
な
り
ま
す
。
心
筋

梗
塞
や
脳
卒
中
の
初
期
症
状
に
気
付

く
の
は
難
し
い
で
す
が
、
お
か
し
い

と
感
じ
た
と
き
は「
直
ち
に
」
病
院

に
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

突
然
死
の
可
能
性
の
あ
る
病
気

や
け
が
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

―
。

私
た
ち
が
実
践
で
き
る
、
何
よ
り

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

私
た
ち
か
ら
始
ま
る
命
の
リ
レ
ー

　

予
防
を
し
て
も
、
不
測
の
事
態

は
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も

し
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら
、
現

場
に
居
合
わ
せ
た
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
素
早

い
通
報
や
一
次
救
命
処
置

―
。

尊
い
命
を
守
る
た
め
に
、
自
分
た

ち
の
手
で
救
命
の
連
鎖
＝
命
の
リ

レ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
、
勇
気

あ
る
行
動
に
移
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
突
然
の
出
来
事
に
落
ち

着
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
、
心
の

準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

救
急
出
動
の
現
状　

　

消
防
本
部
が
26
年
度
に
発
行
し

た
消
防
年
報
に
よ
る
と
、
25
年
度
の

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合（
大

洲
消
防
署
・
内
子
消
防
署
）の
救
急

出
動
は
３
１
２
１
件
。
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
10
年
前
と
比
べ
る
と
約

６
０
０
件
も
増
え
て
い
ま
す
。
25
年

度
中
に
搬
送
さ
れ
た
人
の
事
故
種

別
の
状
況
は
、
急
病
が
１
７
８
４
人

（
全
体
の
59
・
０
㌫
）で
最
も
多
く
、

次
い
で
一
般
負
傷
が
４
４
２
人（
同

14
・
６
㌫
）、
交
通
事
故
が
２
９
０

人（
同
９
・
５
㌫
）の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
傷
病
程
度
別
搬
送
人
員

で
は
軽
症
が
１
３
９
４
人
で
、
全
体

の
46
・
１
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用

　

タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
使

う
な
ど
の
安
易
な
救
急
車
の
利
用

は
、
緊
急
を
要
す
る
重
症
患
者
へ
の

対
応
が
遅
れ
、
救
命
率
に
影
響
が
出

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
体
の
変

調
に
気
付
き
な
が
ら
、
我
慢
を
し
て

重
症
化
す
る
人
も
い
ま
す
。
診
療
時

間
内
で
の
早
め
の
受
診
や
、
休
日
や

夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽
い
場
合
は

大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

の
利
用
を
心
掛
け
る
こ
と
も
、
救
急

車
の
適
正
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
迷
う
場

合
に
は
、
消
防
本
部〔 

☎
０
８
９
３

（
２
４
）
０
１
１
９
〕に
相
談
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
明
ら
か
に
症
状
が

お
か
し
い
と
き
に
は
、
た
め
ら
わ
ず

に
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
い
ま
す
か
、
救
命
の
連
鎖

　

心
臓
や
呼
吸
が
停
止
し
た
傷
病

者
の
命
を
救
い
、
社
会
復
帰
に
導

く
た
め
に
必
要
と
な
る
一
連
の
行

為
を「
救
命
の
連
鎖
」
と
い
い
ま

す
。
救
命
の
連
鎖
は「
①
心
停
止

の
予
防
→
②
心
停
止
の
早
期
認
識

と
１
１
９
番
通
報
→
③
一
次
救
命

処
置（
心
肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
→

④
二
次
救
命
処
置（
救
命
医
療
）
」

か
ら
成
り
立
ち
、
4
つ
の
輪
の
連

鎖
が
迅
速
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く

行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
心
停
止
を
未
然
に
防
ぐ

　

救
命
の
連
鎖
の
最
初
の
輪「
心
停

止
の
予
防
」。
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、

外
傷
・
溺
水
・
窒
息
な
ど
の
予
防
が

あ
り
ま
す
。
夏
は
川
や
プ
ー
ル
で
遊

ぶ
機
会
が
増
え
ま
す
の
で
、
保
護
者

が
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
も「
心
停
止
の
予
防
」

救
急
車
出
動
！　

　
「
救
急
入
電
中
、
救
急
入
電
中
。
場

所
内
子
町

―
」。
特
集
記
事
の
た

め
内
子
消
防
署
で
取
材
を
始
め
て
か

ら
約
20
分
。
３
回
目
の
救
急
車
出
動

要
請
が
署
内
に
鳴
り
響
く

―
。
近

く
に
い
た
署
員
が「
次
の
救
急
車
は

大
洲
市
か
ら
の
出
動
だ
か
ら
、
時
間

が
か
か
る
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

内
子
消
防
署
に
配
備
さ
れ
た
救
急
車

は
本
署
に
１
台
、
小
田
出
張
所
に
１

台
の
計
２
台
。
短
時
間
で
出
動
要
請

が
重
な
る
と
、
３
台
目
か
ら
は
大
洲

市
の
消
防
署
か
ら
出
動
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

救急車の呼び方

心停止の予防
早期認識
と通報

一次救命処置 二次救命処置

① ② ③ ④

3,000

2,500

16
年

17
年

18
年

19
年

20
年

21
年

22
年

23
年

24
年

25
年

3,121

2,517

2,788
2,847 2,847 2,830

2,773

2,918
3,018

2,904

2,418

2,694
2,757 2,725

2,666 2,664

2,807
2,873

2,780

3,024

救急出場件数
搬送人員

［表１］救急出場件数および搬送人員の推移

軽　症 傷病程度が入院加療を必要としない
もの

中等症 傷病程度が入院加療を必要とするも
ので重症に至らないもの

重　症 傷病程度が３週間以上の入院加療を
必要とするもの

死　亡 初診時に死亡が確認されたもの

軽症 中等症 重症 死亡

   （人）
1,500

900

600

300

1,200

1,394

977

573

80

［表２］傷病程度別搬送人員
（25年度全搬送人員　3,024人）

   
3,500

119 番通報したら、まず「救急です」と伝えてください。
1 救急であることを伝える

2 場所を伝える
住所を伝えてください。住所が分からないときは、近くの目
標物（建物・交差点など）になるものを伝えてください。

3 症状を伝える
誰が、どのようにして、どうなったのか簡潔に伝えてくださ
い。分かれば、意識や呼吸の有無も伝えてください。

4 あなたの名前と連絡先を伝える
あなたの名前と連絡可能な電話番号を伝えてください。

～まず落ち着いて119番～ １
１
９
番
通
報
が
つ
な
が
る
消
防
本
部

の
通
信
指
令
室

（お願い）
119番通報は携帯電話からでもできます
が、近くに一般加入電話がある場合は、そ
ちらから通報してください。場所の特定が
早くなり、現場への到着が早くなります。

―Chain of Survival―

一次救命の119番通報から救
急隊員への引継ぎの連続性を
連鎖の形に当てはめたもの。

救命の連鎖

みんなでつなぐ救急救命
特 集
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呼吸の確認

胸とおなかの動きを見
て、呼吸をしているかを
確認。正常の呼吸でなけ
れば胸骨圧迫を開始。

胸骨圧迫

手首と手のひらの付け
根を胸骨（胸の中心部）
に当てる。写真のように
手を組み、下側の指は上
にそらす。

ＡＥＤの使用
電源を入れる。（体がぬ
れていたら拭く。貼り薬
などは剥がす）音声の指
示に従う。（パッドは心
臓を挟むように貼る。基
本は右胸と左の脇腹）

　訪問介護で山間部の家庭に訪れることが多く、救急車
の到着が遅い場所で緊急事態が起こるかもしれません。
私たちが落ち着いて対応することで助かる命もあると思
い、職員全員が毎年１回は救命講習を受けています。
　ＡＥＤの設置箇所や止血法なども学べるし、署員の人
と顔見知りになれるのも心強いです。突然の事態に慌て
ないように、今後も繰り返し講習を受けたいです。

◎毎年、消防署の救命講習を受講しています

救
急
車
到
着
ま
で
約
10
分　

　

消
防
署
の
講
習
会
な
ど
で
使
わ
れ

る「
救
命
の
可
能
性
と
時
間
経
過
」

に
よ
る
と
、
心
臓
と
呼
吸
が
停
止
し

た
と
き
に
救
命
処
置
を
し
な
け
れ
ば

５
～
６
分
間
で
、
助
か
る
可
能
性
が

10
数
㌫
ま
で
下
が
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
胸
骨
圧
迫（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
除
細
動
な
ど
の
救

命
処
置
を
行
っ
た
場
合
は
、
約
30
㌫

ま
で
助
か
る
可
能
性
が
上
が
る
そ
う

で
す
。

　

消
防
年
報
に
よ
る
と
、
１
１
９
番

通
報
を
受
け
た
救
急
隊
員
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
に
か
か
る
平
均
時
間

は
、
10
分
36
秒
。
時
間
の
経
過
に
よ

り
救
命
の
確
率
が
下
が
る
こ
と
か

ら
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
迅
速

で
適
切
な
救
命
処
置
が
、
い
か
に
重

要
か
が
分
か
り
ま
す
。

胸
骨
圧
迫
を
優
先

　

心
肺
停
止
状
態
で
倒
れ
た
人
は
、

１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。
救
急
隊
員

が
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
、
居
合
わ

せ
た
人
の
行
動
次
第
で
、
そ
の
人
の

運
命
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
の
心
肺
蘇

生
法
の
意
義
は
、
酸
素
と
血
液
を
体

に
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
人
工
呼

吸
は
空
気
を
肺
に
直
接
送
り
込
む
の

で
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

が
、
習
熟
度
の
低
い
人
は
た
め
ら
っ

て
、
心
肺
蘇
生
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
24
年
度
に
改
訂

さ
れ
た
心
肺
蘇
生
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、「
人
工
呼
吸
を
行
え
な
い
場

合
は
、
省
略
で
き
る
」と
し
ま
し
た
。

　

胸
骨
圧
迫
は
血
液
を
体
に
循
環

さ
せ
、
脳
の
障
害
防
止
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。
人
工
呼
吸
が
で
き
な
い
場

合
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
な
い
場
合
は
、
胸
骨

圧
迫
だ
け
で
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
順
や
手
技
の
正
確
さ
よ
り
も
、
た

め
ら
わ
ず
に
心
肺
蘇
生
を
始
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

救
命
講
習
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

内
子
消
防
署
で
は
救
急
救
命
の
裾

野
を
広
げ
る
た
め
に
、
救
命
講
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
心
肺
蘇
生
の
方

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
出
血
時
の

手
当
て
な
ど
が
学
べ
ま
す
。
職
場
や

地
域
に
出
向
い
て
講
習
会
を
開
く
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

万
一
の
際
、
大
切
な
人
や
家
族
の

命
を
救
え
る
の
は
、
あ
な
た
だ
け
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
正
し
い
応
急
手
当

て
を
学
ん
で
、
救
急
隊
員
に
命
の
リ

レ
ー
を
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　救急救命で大切なことは、落ち着いて素早く行
動に移ることです。バイスタンダー（その場に居
合わせた人）が、自信を持って心肺蘇生を行って
ください。川でおぼれた子どもを友達が救助して、
見よう見まねで行った心肺蘇生で助かったという
事例もあります。絶対に助けるという強い思いと
勇気ある迅速な行動が命をつなぎます。
　内子町では救命講習を受ける人が、以前よりも
増えています。そういう人が多いと私たちも心強
いです。一緒に救命の連鎖をつないで、１つでも
多くの命を助けましょう。

胸骨圧迫（続き）人工呼吸

反応があるか確認

「もしもし大丈夫です
か」などと声をかけなが
ら肩をたたき、反応があ
るかを確認する。

119番通報
ＡＥＤの手配

反応がないと判断した
ら、すぐに周囲の人を呼
ぶ。119番通報とＡＥＤ
の手配をお願いする。

ひじを真っ直ぐ伸ばし、
体全体で胸を押す。１分
間で 100回以上の早さ、
深さ５㌢以上の強さで、
絶え間なく押し続ける。

（胸骨圧迫30回と人工呼
吸２回が１セット）

あごを軽く上げ、気道を
確保する。鼻をつまみ、
口からフッーとゆっく
り息を吹き込む。（人工
呼吸ができないときは
胸骨圧迫を優先する）

心肺蘇生法の流れ
心肺蘇生の手順を、内子消防署の福岡誠啓さんに実
演してもらいました。（説明は成人に対する処置）

大洲地区広域消防事務組合
内子消防署
福岡　誠

まさひろ

啓さん＝大洲市＝

救命を左右する10分間
救急隊員が119番通報を受けて現場に到着するまで10分36秒。
１秒ごとに助かる可能性が低くなっていく状況で、私たちができることは―。

応急手当てが命をつなぐ

手順１手順２手順３手順４

手順５手順６手順７

ＡＥＤの使用（続き）
電気ショックのスイッ
チを押す人が「みんな
離れて」と指示。電気
ショック後は直ちに
胸骨圧迫を再開する。

（パッドは剥がさない）

手順８

訪
問
介
護
事
業
所
う
ち
こ
園

所
長　

井
口　

緑み
ど
り

さ
ん

　内子消防署では「救急の日」と「救急医療週間」
に合わせて、救急フェアを開きます。救急車の正
しい利用方法や応急手当の仕方などをお知らせし
ます。ぜひご来場ください。
●日時　９月７日（日）午後３時～５時
●場所　フジ内子店
●内容　心肺蘇生法体験、応急手当体験、看護師
　による健康相談、救急車乗車体験、救急車資器
　材展示

◎内子消防署「救急フェア」の開催

内子消防署からのお知らせ

　内子消防署では救命講習を随時受け付けていま
す。開催日時・場所については申し込みの際に、
ご相談ください。
●講習の種類／所用時間　▷入門コース／ 90 分
　▷普通救命講習／３時間～　他
※短時間の講習も可能です。
【申込・問い合わせ】
内子消防署本署
☎０８９３（４３）０１１９

◎救命講習について

　見事な連携で心肺蘇生法を
　練習するうちこ園の皆さん

みんなでつなぐ救急救命
特 集

Interview
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ま
ち
の
救
急
救
命
士

命
を
救
う
、
思
い
は
同
じ

―

救
急
現
場
に
駆
け
つ
け
、
傷
病
者
を
病
院
に
搬
送
す
る
救
急
隊
員
。

そ
の
中
で
医
師
の
指
示
の
下
、
応
急
処
置
を
行
う
救
急
救
命
士
。

そ
の
姿
を
紹
介
し
ま
す

―
。

大洲地区広域消防事務組合
消防本部警防課　課長補佐
山本　伸

しんいち

一さん＝石畳９＝

4_救急救命士の資格を取得するため、９月から約半年間の研修に行く森脇直
なおはる

春
さん。先輩の二宮啓

ひろあき

彰さんから気管挿管の指導を受ける　5_輸液をするための
セット　6_「薬剤投与認定」取得者が投与可能なアドレナリン　7_病院に到着
するまでにバイタルサイン（脈拍・呼吸・血圧など）を測定する（実演）

救
急
救
命
士
の
行
う
救
命
処
置
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
心
肺
停
止
の
傷
病
者
を
対
象
と
し

た
処
置
で
し
た
が
、
心
肺
停
止
前
の

傷
病
者
を
対
象
と
し
た
処
置
が
一
部

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
急
救
命
士
の
補
充
講
習
な
ど
が

必
要
で
、
運
用
ま
で
少
し
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
救
命
効
果
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

命
を
つ
な
ぐ
使
命
感

　

命
を
つ
な
ぐ
と
い
う
使
命
を
帯
び

て
、
日
々
の
準
備
を
怠
ら
ず
、
傷
病

者
や
そ
の
家
族
た
ち
に
向
き
合
う
、

私
た
ち
の
町
の
救
急
救
命
士
た
ち
。

　

彼
ら
が
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り
や
救
急

車
の
適
正
利
用
、
救
命
講
習
を
受
け

る
こ
と

―
。
一
人
一
人
が
も
し
も

の
時
に
備
え
て
、
知
識
や
技
術
を
持

つ
こ
と
で
、
救
え
る
命
が
増
え
る
の

で
す
。

　

尊
い
命
を
救
い
た
い
。
み
ん
な
の

思
い
を
つ
な
げ
る
た
め
に
、
優
秀
な

救
急
救
命
士
た
ち
が
控
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
い
つ

で
も
命
の
リ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
つ
と
い
う
、
準
備
と
勇
気
だ

け
で
す

―
。

みんなでつなぐ救急救命
特 集

救
急
救
命
士
と
は

　

救
急
救
命
士
は
救
急
車
な
ど
で
救

急
救
命
処
置
を
行
う
人
で
す
。
救
急

救
命
士
法
に
基
づ
く
国
家
資
格
を
有

し
て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
の
救
急
要
請
を
受

け
出
動
す
る
救
急
隊
員
は
通
常
３
人

で
、
そ
の
内
１
人
は
必
ず
救
急
救
命

士
が
乗
車
し
ま
す
。
救
急
救
命
士
は

病
院
へ
の
搬
送
中
に
限
り
、
医
師
の

指
示
で
傷
病
者
に
対
し
て
、
器
具
を

使
用
し
た
気
道
確
保
・
除
細
動
・
静

脈
路
確
保
な
ど
の
応
急
処
置
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
特
別
な
隊
員
で
す
。

広
が
る
救
急
救
命
士
の
役
割

　

26
年
４
月
１
日
か
ら
救
急
救
命
士

法
施
行
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

　救急救命士法ができる以前は、救
急隊員ができることは限られていま
した。最善は尽くしますが、医療行
為はできず、救命でなく搬送が主な
仕事だったと思います。
　救急救命士になってからは、医療
行為の一部ができるようになり、人
の命を助ける責任が大きくなりまし
た。また、救急救命士が行える救命
処置も徐々に拡大され、今後助かる
命が増えることも期待されます。常
に勉強をしなければなりませんが、
いろいろな人を助けたいという思い

が強いので、やりがいがあります。
　傷病者の家族の人たちを安心させ
ることも私たちの役目です。素早い
行動や声掛けなどで、少しでも安心
感を与えられる救急救命士でありた
いと思います。常に周りが見える、
傷病者の家族の気持ちに立った救命
活動ができるように努めます。
　尊い命を救いたいのは、みんな同
じです。優秀な署員がベストの状態
で救急に臨みますので、救急車の到
着まで、バイスタンダーの命をつな
ぐ、勇気ある行動をお願いします。

平成７年に大洲市喜多郡で初めて救急救命士の資格を取得

地域の人たちを安心させられる
救急救命士でありたい

大洲地区広域消防事務組合
内子消防署
河野　秀

ひでとし

俊さん＝大洲市＝

　救急救命士になって数々の現場に
出動しましたが、残念ながら全ての
命を救えるわけではありません。中
には「救命処置が行われていれば助
かったかも」と思うときもあります。
救急車が到着するまでに、胸骨圧迫
だけでもしてくれていたら―。そ
んな思いで病院から帰ることもあり
ました。
　内子町は山間部の集落が多く、搬
送に時間がかかります。その分救命
の確率が低くなるので、日ごろから
早めの受診を心掛けるなど、心停止

の予防をすることが大切な地域だと
いえます。バイスタンダーによる一
次救命処置も不可欠になるので、救
命の裾野を広げることが急務です。
　応急手当てはそんなに難しいこと
ではありません。数時間の講習で、
心肺蘇生法やＡＥＤの使い方を身に
付けることができます。皆さんが応
急手当てを学ぶことは、皆さん自身
を救うことにもなります。
　私たち署員も救命の連鎖をつなぐ
一員として頑張りますので、皆さん
のご協力をお願いします。

３

１

２

４

５

６７

1_すぐに出動できるよう、建物
出口に掛けられてる帽子と感染
防止用のガウン　2_整備の行き
届いた車両　3_傷病者をメイン
ストレッチャーで運ぶ（実演）

内子消防署救急係長、救急救命の若きリーダー

多くの命を救うために
救命の裾野を広げたい

Interview② Interview①

バイスタンダー（※）　――　現場に居合わせた人　
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